
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７７０２

挑戦的萌芽研究

2013～2011

語感を養成するのに適した英語多読の教授法に関する計量的研究

A NUMERICAL STUDY ON THE OPTIMUM WAY TO READ ENGLISH BOOKS EXTENSIVELY TO IMPROVE LE
ARNERS' ENGLISH PROFICIENCY

５０２２５１７４研究者番号：

国重　徹（KUNISHIGE, TORU）

鹿屋体育大学・スポーツ人文・応用社会科学系・教授

研究期間：

２３６５２１５１

平成 年 月 日現在２６   ５   ９

円     1,100,000 、（間接経費） 円       330,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、英語検定4級～3級レベルの徳山高専1年生及び3級～準2級レベルの2年生の英語
の語感を養成するのに最適な多読・多聴の方法を計量的に明らかにした。実施直後に実施する新入生テスト、英語の検
定試験ACE(Assessment of Communicative English)の結果と多読記録のデータの関係を分析した結果、1年生では、900
語／冊の本を、2年生では、1,000語／冊の本を大量に多読・多聴することが最も望ましいということを明らかにするこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：This research has numerically explicated that on the whole, it is the most effecti
ve for the first-year students at Tokuyama College of Technology to read books with about 900 words on ave
rage so as to enhance their English proficiency. Also, it has been made clear that in general, it is the m
ost desirable for the second-year students at Tokuyama College of Technology to read books with about 1000
 words on average in order to improve their English proficiency.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 英語多読　多聴　語感

言語学・外国語教育



様	 式	 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 近年、英語の多読教材を用いた授業実践が
増えており、豊田高専の西澤一先生他は「工
学系学生の苦手意識を克服し自律学習へ導
く英語多読授業」（２０１０）の中で、また、
SEG の古川昭夫先生は「英語多読法」（２０１
０）の中で、多読により学習者の英語力が向
上したという報告をしている。 
	 しかし、これらの報告は、多読を２年間続
けた学習者の TOEIC スコアの伸びが何点であ
ったというものや、多読により１０万語読ん
だ学習者が TOEIC を受験したらスコアが何点
であったというものが中心である。 
	 そのため、どのレベルの本を何語程度読め
ばどれだけ英語の力が伸びるのかを計量的
に知ることは難しい。 
	 また、どのレベルの本をどのような組み合
わせで読むのが効果的であるのか、また、読
む語数が同程度である場合同じ本を繰り返
し読むのと、異なる本を読むのとではどちら
が効果的であるのかという点についても、計
量的には明らになっていない。 
	 さらに、高瀬敦子先生は「英語多読・多聴
指導マニュアル」（２０１０）の中で、多読
の授業が失敗する原因の１つとして、指導者
が適切な多読の進め方を示せない点を挙げ
ている。適切な学習メニューが数値的に明確
にされていないのだから、失敗例が出現する
のも無理はない。 
	 多読の効果に対して懐疑的な教師が存在
するのも、効果的な多読の学習メニューが計
量的な研究により、数値的に裏付けられた形
で明示されていないからに他ならない。 
	 そこで、これらの問題点を解決するために、
本研究を遂行しようという着想に至ったの
が研究当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
	 本研究では、研究責任者が平成２５年９月
まで所属していた研究機関（徳山工業高等専
門学校）の新入生及び２年生の英語の
proficiency や語感を養成するのに最適な多
読・多聴の方法、すなわち、どのレベルの本
（１冊当たり平均英語が何単語含まれてい
る本）を大量に読むのが最適であるかを数値
的に明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)まず、新入生に関しては、徳山工業高等
専門学校の入学生（平成２４年度入学）の英
語力を測る新入生テストの結果とこの入学
生が１年生の間に多読・多聴で読んだり、聴
いたりした本の１冊に含まれる平均語数（彼
らの多読・多聴記録用紙から算出）の関係、
及び、英語の proficiency や語感がどれだけ
身についたか等を数値的に測る英語の検定
試 験 ACE(Assessment	 of	 Communicative	 
English)テストの結果と１年時の多読・多聴
で読んだり、聴いたりした本の１冊に含まれ
る平均語数の関係を、データに基づき数値的

に明らかにするという方法で分析した。	 
	 
(2)次に、２年生（平成２３年度入学）につ
いては、彼らが２年次に受験した ACE テスト
の結果と１年次に受験した ACE テストの結果
と彼らが２年生の間に多読・多聴で読んだり、
聴いたりした本の１冊に含まれる平均語数
（彼らの多読・多聴記録用紙から算出）の関
係、及び、彼らが２年次に受験した ACE テス
トの結果が１年次に受験した ACE テストの結
果よりも３０ポイント以上伸びた学生の数
と彼らが２年生の間に多読・多聴で読んだり、
聴いたりした本の１冊に含まれる平均語数
の関係を、データに基づき明らかにするとい
う方法で分析した。	 
	 
(3)当初の予定では、多読の仕方に応じて、
学習者を６つのグループに 分ける予定であ
った。 
	 しかし、教育倫理的配慮など（例えば、学
習者に特異な多読の仕方を指示して、実施さ
せることは避けた方がよいという判断など）
から、当初の予定を変更し、そのような分け
方をせず、多読学会などにおいて、多読の効
果を調査分析に基づいて発表する際に最近
頻繁に用いられている「~語／冊」の指標を
用いて、個々の学習者の多読傾向を数的に算
出し、そのデータと語感の鋭さや英語の
proficiency を測るテストの結果に基づいて
最も効果的な多読の方法を計量的に出すと
いう方針に変換した。しかし、最終的に研究
の達成度への影響はなかったものと判断し
ている。	 
	 
４．研究成果	 
(1)新入生の入学時の英語力を測る新入生テ
ストの結果、新入生が１年間に英語多読・多
聴で読んだり、聴いたりした本の１冊に含ま
れる平均語数（彼らの多読・多聴記録用紙か
ら算出したもの）、新入生が入学した年の１
２ 月 に 受 験 し た 英 語 の 検 定 試 験
ACE(Assessment	 of	 Communicative	 English
の頭文字を取った名前の試験で、９００点満
点で英語の語感、リスニング、文法、読解な
ど英語の proficiency を客観的に測る英語力
測定試験である)テストの分析の結果、徳山
工業高等専門学校の入学生（平成２４年度入
学）については、図１及び図２の分析結果が
得られた。	 
	 図１は、徳山工業高等専門学校への入学生
（平成２４年度入学）が１年生の間に多読・
多聴で読んだり、聴いたりした本の１冊に含
まれる平均語数（彼らの多読・多聴記録用紙
から算出）と、彼らが入学直後に実施した新
入生英語力テストの結果の関係をグラフに
したものである。	 
	 縦軸は、新入生英語力テストのスコア（１
００点満点）で、横軸は、彼らが読んだり、
聴いたりした本１冊に平均的に含まれる語
数を示している。	 



	 

	 	 図１	 １冊の平均語数と新入生テスト
スコアの関係	 

	 
	 図２は、英語の proficiency や語感がどれ
だけ身についたか等を数値的に測る英語の
検定試験 ACE(Assessment	 of	 Communicative	 
English)テストの結果（入学年度の１２月に
実施）と１年時の多読・多聴で読んだり、聴
いたりした本の１冊に含まれる平均語数の
関係を示したグラフである。	 

	 
	 	 図２	 １冊の平均語数と ACE テストスコ

アの関係	 
	 
(2)同様に、２年生（平成２３年度入学）に
ついては、図３及び図４の分析結果が得られ
た。	 
	 図３は、２年生（平成２３年度入学）が２
年次（２年次の１２月に実施）に受験した ACE
テストの結果と彼らが２年生の間に多読・多
聴で読んだり、聴いたりした本の１冊に含ま
れる平均語数（彼らの多読・多聴記録用紙か
ら算出）の関係をグラフにして示したもので
ある。	 

	 

	 	 図３	 １冊の平均語数と ACE テストスコ
アの関係	 

	 
	 図４は、２年生に関して、彼らが２年次に
受験した ACE テストの結果が１年次に受験し
た ACE テストの結果よりも３０ポイント以上
伸びた学生の数と彼らが２年生の間に多
読・多聴で読んだり、聴いたりした本の１冊
に含まれる平均語数の関係をグラフ化して
示したものである。	 

	 

	 	 図４	 １冊の平均語数と ACE スコアが１
年前より３０点以上伸びた学生
の数の関係	 

	 
(3)図１、図２についての被験者は平成２４
年度入学の新入生１２２人である。	 
	 図２から、９００語／冊の本を読んだ学生
が１１００語／冊の本を読んだ学生を除き、
最も高いスコアを ACE で獲得していることが
分かる。１１００語／冊の本を読んだ学生に
ついては、人数が大変少ないことから、全体
の傾向とは言えないので、今後の議論からは
外すこととする。もともと英語力のかなり高
い少数の学生は読む本も必然的にレベルが



高い語数の多いものになったと考えられる。	 
	 図１から、入学時の英語力テストのスコア
が最もよかった学生群が７００語／冊を読
んだことが分かる。しかし、この学生群の ACE
テストのスコアがあまり高くならなかった
のは、入学時にある程度の英語力を持ってい
た学生にとって、７００語／冊の本は少し易
しすぎたということが考えられる。	 
	 また、図１から、入学時のテストでは、９
００語／冊の本を読んだ学生群と１０００
語／冊の本を読んだ学生群との間に、スコア
の差はあまりなかった（１００点中２点）が、
１２月の ACE テストの結果では、図２より、
大きな差が出ていることが分かる。	 
	 以上の分析結果から、実用英語検定のレベ
ルでおおよそ４級~３級に当てはまる（新入
生テスト結果等から算出）徳山工業高等専門
学 校 新 入 生 に つ い て 、 最 も 英 語 の
proficiency を効率よく伸ばすには、平均し
て９００語／冊の本を大量（１０万語以上が
望ましい）に多読・多聴することが望ましい
と言える。	 
	 
(4)図３については、被験者は平成２４年度
の２年生で２年次の ACE テストを受験した１
２０人である。	 
	 図３から、１２００語／冊の本を読んだ学
生群を除き、１０００語／冊の本を読んだ学
生群の ACE テストのスコアが４８０を超えて
最も高い。図２の際の議論と同じく、１２０
０語／冊の本を読んだ学生群は、もともと英
語力の大変高い学生達で、人数も少数である
ので、例外的なグループであると判断し、今
後の議論からは外すこととした。	 
	 図４については、被験者は平成２３年度及
び平成２４年度の２年間英語多読・多聴の授
業を受け、１年次及び２年次の１２月に ACE
テストを合計２回受けた学生１１８名であ
る。	 
	 この１１８名のうち、１回目の ACE テスト
結果よりも２回目の ACE テストの結果の方が
３０点（９００点満点）以上伸びていた学生
が５３名いた。図４はその５３名が２年生の
間に読んだ本が平均して１冊につき何語で
あったかと人数の関係を示している。	 
	 ５３名のうち、実にその３８パーセントに
当たる２０名の学生が平均１０００語／冊
の本を読んでいたことがこのグラフから分
かる。	 
	 以上の分析結果から、実用英語検定のレベ
ルでおおよそ３級~準２級に当てはまる（１
年次の ACE テスト等から算出）２年生につい
ては、平均して１０００語／冊の本を大量
（１５万語以上が望ましい）ということを明
らかにすることができた。	 
	 
(5)今回の研究では、対象が、研究責任者が
平成２５年９月まで所属していた研究機関
（徳山工業高等専門学校）の新入生及び２年
生になっているが、彼らの平均的な英語レベ

ル（新入生＝実用英語検定のレベルでおおよ
そ４級~３級、２年生＝実用英語検定のレベ
ルでおおよそ３級~準２級）から、他の学習
者グループにも広げることができる点で、こ
の研究成果はある程度の汎用性があると言
える。	 
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